
 

 

 

 

 

 

 

２０１８年５月号 （第 320 号） 2017～2018 年度+ 

主題   国際会長主題 Henry Grindheim(ノルウエー)： 

「ともに、光の中を歩もう」（Let Us Walk in the Light - Together） 
スローガン：「国境なき友情」 （Fellowship across the Borders） 

  アジア太平洋地域会長主題「ワイズ運動を尊重しよう」（Respect Y`s Movement） Tung Ming Hsiao (台湾） 

  東日本区理事主題 「広げよう ワイズの仲間」(Extension Membership & Conservation) 栗本 治郎 (熱海） 

東新部 部 長 主 題 「E 人（イーヒト）になろう！」 伊藤 幾夫(東京多摩みなみ） 

東京まちだクラブ 会 長 後藤邦夫 主題：「今日も生かされ 明日にむかって」 

東京コスモスクラブ会長 松香光夫 主題：「コスモスを 考える」    

今月の聖句 ｢また貴方がたの為に天にたくえられている朽ちず、汚れずしぼまない財産を受け継ぐべく者としてくださ

いました。（新約聖書 ペトロの手紙Ⅰ 第１章４節） 

 今月のテーマ：｢EF（国際協会のへの基金の増強）・JEF（東日本区基金の強か基金）（ワイズ用語抜粋）  

 東京・町田 YMCA 通って YMCA プログラム活動を支える事です 

    ５月例会： ５月 26 日（土）18：30   町田市民フォーラム４階  

５月１２日（土） 歌声ひろば 町田 YMCA 共催シャロームの家  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ メンバー    メン    ５名 ＢＦ ポイント   ファンド ４７０２． 

月 出席 在籍５名  ﾒｰｷｬｯﾌﾟ   1 名 切手    0g (累計   ００g) ｵｰｸｼｮﾝ    0 円   

デ    出席率    ９０％ 現金(含書損ﾊｶﾞｷ等換金分) (累計  0 円)   

｜  例会出席５名  メネット   ０名       0 円 (累計    円) フォト  0 円  

タ    ｹﾞｽﾄ･ﾋﾞｼﾞﾀｰ ６名  (累計   00 円) ひつじﾌｧﾝﾄﾞ 0 円(累計    ０円)  

ワイズメンズクラブ モットー『 強い義務感をもとう 義務はすべての権利に伴 

 “ To acknowledge the duty       that accompanies every ri 

 

５月 例会： 東京まちだ・東京コスモスクラブ 合同例会 

５月２６日（土）東京まちだクラブ・東京コスモス例会  

会場：町田市民フォーラム 4 階講習部屋予定 

   時間：１８：３０より ～ ２０：３０ 

【例会プログラム】            受付:谷治  

司会:・小畑  

   開会点鐘             後藤邦夫会長 

聖書： 平本チャプレン  

 ワイズソング                         一同 

会長あいさつ ： 今月のアピール   後藤邦夫会長  

議題： 次年度役員とコスモスクラブ合流について： 

新クラブ：協力代制 

町田地域クラブのスポンサーｸﾗﾌﾞとしての承認事項 

 中間会計報告              会計 谷治英俊 

諸報告アピール                   会長/担当主事 

にこにこ・スマイル 

閉会点鐘              コスモス  会長  松香  

                                       

東京まちだ例会 会予告  会場：町田フォーラム 4 階 

６月例会  ６月１１日（土）18:30   

 

東新部 

５/1６(水)18:30：町田地域新クラブ第 ２ 回準備例会 

 (初顔合せ)（まちだ中央公民館 6 階） 

 

東日本区： ６月２－３日東日本区大会 沼津 

「皆様 ありがとうございました！！」会長 後藤邦夫 
一昨年（２０１６年）の正月、健康を害し、心不全・肺炎」の 

併発をという、思いもよらない病気におかされて、その 1－2

月、 

東海大学病院への入院、そして退院後の診察・通院などを 

重ねてしまい、YMCA 支援、地域奉仕をモットーとする私たち 

東京まちだクラブ の働きを後退させてしまった 

ことを申し訳なく思っています。  しかし、いつも会長代理 

として補佐して下さったクラブのヤジさんやクラブﾞの皆様に 

助けられて、なんとかここまで、乗り越えて来ることが 

出来ました。感謝です。 

 しかしながら、現在は、私たち夫婦はの 2人がともに、 

毎月数回の病院通院、日常の家庭訪問介護・看護、食事調理 

サービスなどを受けながらの生活はとなって、 

当年 86 才の私たちには、もはやこの日常に 

逆えない気力となって、大変残念ながら、私自身（後藤邦夫） 

本年度末をもって、ワイズメンズクラブを退会させて頂く 

決心をし、 過日開催の東京まちだクラブ 2月例会での 

クラブ総会で、皆様の承認をいただくことがで来ました。 

 感謝します。 

いま、こうして長かった私自身のワイズライフを想い起こし 

ますと、色々なときに、色々なところで、出会ったワイズの 

皆様、ＹＭＣＡの皆様のお一人お一人のお顔が、懐かしく 

想い出されています。そして、また、ワイズのＤＢＣ（兄弟 

クラブの皆様のお顔が浮かんできます。  

 皆様、本当に懐かしいです。感謝です。 

また、いつか、お会いしましょう！！お元気で！ 



 

2018 年４月例会の報告  

 日 時 201８年４月９日（土）18：30～20：30 

場所：東京まちだ・コスモスクラブ例会：松香会長邸会費 1,000 円 

３月例会合同で例会でしたが、会場の変更があり、有田さんには 

参加すべき玉川学園で会えず、申し訳ございませんでした。 

夕食は丸くまとめましょうで、ピザ パｱ―テーで、 合流の件 

等を楽しく語り合えました。コスモスクラブも役員会では、 

承認いただいていますが、クラブ総会で承認するために臨時総会 

を考えていただいています。感謝です。 

 

 

東京コスモスクラブ 4 月例会  

4 月 28 日夜、皆様の繋がりのお蔭で、充実した 4 月例会と 

なりました。メンバーの本音が聞けました、改善すべき点も 

今後のまちだクラブと合併問題点についても含めて次回委員会 

会則。会費・例会日 など 検討いたします。 

役員委員会」で 申し上げます。 

出席者: 谷治英俊(まちだ)、 

松香光夫、保坂弘志、富樫紀代美、権藤徳彦、 

    にこにこ: ¥3,307 円（コスモスファンドへ） Y'sly                            感謝                               
 

町田ＹＭＣＡ：3 月 1１日（日）（13：30）揚がれ！希望の凧 

（大震災復興支援 2017 3．11 から忘れない年です。 

小田急線：玉川学園子ども広場小田急線玉川学園駅北口から 

スーパー三和、脇の坂道 8 分の広場 

無事に終了しました。来年も頑張りましょう。 

 新クラブ町田地域クラブ：協力クラブのスポンサーｸﾗﾌﾞと 

しての承認事項中間会計報告             

  会計 谷治英俊  自由献金について諸報告アピール   

 会長 / 担当主事  

東日本大震災復興支援 「希望の凧揚げ 2018」 3 月 11 日(日) 

14 時から、町田市玉川学園子ども広場 において、 

東日本大震災復興支援“揚がれ！希望の凧 2018”のイベントが 

東京町田 YMCA の主催で行われ、 当クラブもこれに協賛いたしました。 東日本大震災から 7 年。13 名参加 

「私たちは被災地の方々のことを忘れていません！」という 

思いを“希望の凧”に 託しました。当日は、天気に恵まれ、 

気温も高く、風 も吹き、凧揚げ日和でしたが、参加者は 12 名 

と少な い人数でした。風化が懸念される中、支援活動は継続的 

に実施することが必要ですが、やり方を工夫することも必要と 

感じました。 閉会時には、参加者全員で東日本大震災復興応援 

歌 「花は咲く」を合唱しました。 

町田 YMCA より：希望の凧協力金３２９０円支出。 

ボラ連会費  ２０００円支出 

この凧揚げ実施にあたり、今回も町田市社協、 

町田ボランティア連絡協議会、 玉川学園地区社協をはじめ、 

玉川学園地域の福祉団体 の後援が得られました。  

当日、陸前高田市の物品販売売上げ１万円、復興支援募金が 

行われ、募金には 5,120 円が寄せられました。 

東京 YMCA を 通じて、被災地に届けられます。  （伊藤記：多摩みなみ） 

 

町田 YMCA の年間日程：５月 11 日活動委員会：(毎月 2 第 2 金曜日) 

 2018 年～22 年中期展望・展開を権藤委員長より発表ありました。 

町田 Y わくわく科学実験教室は 5 月 19 日：6 月 16 日：7 月 21 日：8 月 18 日：9 月 15 日：10 月 20 日：11 月 17 日承認。 

  ボランテｲアによる予習会有ります。   

歌声ひろばはシャロ-ムの家と共催・毎月第 2 土曜日 14 時から 

 玉川学園商店街夏祭りバザーで参加：8 月 3 日（金）4 日（土）献品を募集しています。（本はお断りいたします。再販可能

品 

 東京まちだクラブ事務局 ２１５－０００６川崎市麻生区金程３－６－１２ 電話 090-3203-9491 です。 

 

６月号 まちだクラブ ブリテン最終号の原稿を募集しています。 ２７年間の思い出をヨロシクおねがいたします。 

 

 第 21 回 東日本区大会 静岡県沼津：プラザ ヴェルデ 富士山のように高く 

ＹＭＣＡニュース ５月の東京 YMCA 
YMCA ニュースをお知らせいたし ます。 

 ■にほんご学院卒業式報告 3 月 16 日、東陽町センタ

ーにてにほんご学院卒業式 行われました。69 名の学生

たちがそれぞれの夢に向か って巣立って行きました。 

■今後の主な行事予定 

 ・会員芸術祭 5 月 19 日（オープニング） 

   5 月 21 日-26 日（会期）（東陽町センター） 

第 16 回会員大会 5 月 26 日（東陽町センター） 

 

東京 YMCA のにほんご学院の紹介ⅳ 

東京は日本でもっとも外国人留学生が多い都市です。 

外国人といえども、長期にわたり日本に滞在していれば、

住民税、所得税、消費税、国民健康保険料など、社会必

要なお金を払って生活することになります。 

では、彼らとどのような社会を築いていったらよいのか、

そうした議論がされないまま依存している現状がありま

す。法律や制度を変えられる可能性はあっても、 

わたしたち日本人の意識を変えることは一朝一夕に 

できることではありません。外国人が「外国」人や日 

本のお客様、または生活を乱す輩、といった目ではな 

く、「日本生活者」として、「共に生きる」存在として 

受け入れることができるように、そして外国人も日本 

で年金を納めたいと思えるほど日本が好きになって も

らえるように、学校と地域一体となった YMCA 日 本語学

校の教育を高めていきたいと思っています。 （小野記） 
 ■東京 YMCA 東陽町センターについて新にオープン  

東陽町センター1・2 階を東京ＹＭＣＡが賃貸再契約し、改装工

事が進んでいます。 

 2 階にインターナショナルスクールの教室が移り、 

1 階の旧 Well の一部をＹＭＣＡホールとして使用するなど 

、仕様が変わります。 また「東陽町コミュニティーセンター」

は１階に事務所を構え、新年度から「おもちゃ病院」や 

「下町こどもダイニング」などの新規プログラムを展開していく

予定です。 

ゴールドジムから委託をされた水泳とテニス事業については 

「ウエルネス東陽町」に名称を変更して運営を継続いたします。 

３．２０１７年度も多くの皆様のお支えにより、無事に終えるこ

とができました。春休みに実施された、短期水泳教室、スクール、

スキーキャンプも大勢の子どもたちが参加をしました。４月から 

人事異動によりの職員体制も変わります。改めて紹介できればと

思います。引き続きのご支援 をお願いいたします。    



      6 月 2 日・3 日 富士山部 沼津ワイズメンズクラブ主管  


